
 

 

 

 

 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

主な行事 

就任式・始業式 
入学式 
健康診断 
ひこうき雲 

遠足 
運動会 
 

ひこうき雲 
野外活動 
中・小・園体育遊び 
親子ドッジボール大会 
プール掃除・水泳指導 

避難訓練 
区子ども会
終業式 
水泳記録会 

小早 始業式 
身体測定 
社会見学 
修学旅行 
敬老会 

尾道灯りまつり 
相撲大会 
学習発表会 
音楽コンクール 
奉仕作業 

道徳参観日 
授業公開 
 

火災避難訓練 
持久走大会 
芸術祭 
区子ども会 
終業式 

始業式 
二分の一成人式 
５歳児交流 

児童会役員選挙 
入学説明会 
縄跳び大会 
 

避難訓練 
６年生を送る会 
卒業証書授与式 
修了証書授与式 
離退任式 

目指す 

因北っ子 
親切，思いやり 友情，信頼 

希望と勇気 

努力と強い意志 
規則の尊重 勤労，公共の精神 個性の伸長 親切，思いやり 規則の尊重 友情，信頼 感謝 

よりよい学校生活 

集団生活の充実 

学校教育目標 

キーワード 

（目指す姿） 

自他の尊重（ニコニコ） 学び （コツコツ） 主体的（ドンドン） 

（違いを認め，力を合わせる子） （自分をきたえ，みがき続ける子） （自信をもち進んで学び合う子） 

学
校
教
育
目
標
を
目
指
し
た
道
徳
科
の
ユ
ニ
ッ
ト
学
習
及
び
各
教
科
と
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                   令和２年度  第６学年  パッケージ型ユニット道徳  「これからの社会に生きる自分」           尾道市立因北小学校 

【道徳教育の重点目標】A 希望と勇気，努力と強い意志 Ｃよりよい学校生活，集団生活の充実 D よりよく生きる喜び 

【本校で育成しようとする資質・能力】①思・判・表 ②主体性 

志高く生きる生き方 

国語科 

「人物どうしの関係を考えよ

う 風切るつばさ」 

学校行事 

「運動会」 

学校行事 

「遠足」 

社会科 

「わたしたちのくらしと日本

国憲法」 
お互いを高め合う生き方 

A 真理の探究 
「地球を一周歩いた男 

－伊能忠敬－」 
 真心は，相手に態度で示すこと
ができる。誰に対しても心を込め
て接することで，自分も相手も気
持ちよく過ごせるようにしたい。 

A 希望と勇気，努力と強い意志 
「上村さんのちょうせん 
－ひさい犬と共に－」 

難しいことでもあきらめては
いけない。だからこそがんばって
挑戦することが大事だ。 

B 親切，思いやり 
「心づかいと思いやり」 

思いを行動に移すためには，相
手の立場になって考えることが
大事だ。誰に対しても，そんな心
をもっていきたい。 C 公正，公平，社会正義 

「杉原千畝 －大勢の人の命を
守った外交官」 

人として正しいことを，信念を
もって行うことは大事だ。そんな
思いを貫き通したい。 

D よりよく生きる喜び 
「のぼさんの夢 －正岡子規－」 
４人の人物の生き方のように，

これからの人生，「よりよく生き
る」ようにしていきたい。 

C 公正，公平，社会正義 
「わたしのせいじゃない」 

 いじめは絶対に許してはいけな
い。自分がたたいたり悪口を言って
いたりしていなくても，見ているだ
けではだめだ。 

B 友情，信頼 
「言葉のおくり物」 

みんなそれぞれによいところは
ある。男女であっても関係なく，仲
良くすることは大切だ。 

A 善悪の判断，自律， 
自由と責任 

「ほんとうのことだけど……」 
自由にも許されることと許され

ないことがある。やってもよいこ
とか，いけないことかは，する前に
判断できることが大切だ。 

仲間を大切にする生き方 

学級活動 

「学級（学年）の友達関係 

や生活の見直しをしよう」 

学校行事 

「音楽発表会」 

図画工作科 

「12 年後のわたし」 

国語科 

「さまざまな生き方につい

て考えよう プロフェッ

ショナルたち」 

児童会 

「６年生を送る会」 

外国語科 

「Unit5 We all live on the 

Earth.」 

１ 

社会科 

「縄文のむらから古墳のくに

へ」 

学校行事 

「音楽コンクール」 

国語科 

「「卒業文集」を作ろう」 

A 希望と勇気，努力と強い意志 
「ｉＰＳ細胞の向こうに」 
高い目標を立てて，困難があっ

てもくじけずに希望と勇気をも
って努力していきたい。 

２ 

Ｂ 感謝 
「おかげさまで」 

自分たちは大勢の人に支えら
れている。周りの人に感謝をし，
自分もそれに応えていきた。 


